
令和8年度 高度医療人材養成拠点形成事業 

 S・A（ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄ・ｱｼｽﾀﾝﾄ）採用者一覧        R8.5.1現在

1 顕微解剖学
・細胞競合においての、ＡＴＰ産生量・ＥＲＫ活性の変化と細胞の排除の仕組みの関係
・生体内シグナル動態の可視化解析

2

2 遺伝情報医学
・アルツハイマー病（AD）におけるAPOE遺伝型の解析
・筋萎縮性側索硬化症(ALS)におけるTDP-43の異常凝集メカニズムの解明
・筋萎縮性側索硬化症(ALS)における凝集体形成促進因子の同定

3

3 生理学
・マウスでのin vivo Caイメージングや脳サンプルでの蛍光イメージングなどの手法を用いて視覚に関わる脳機能の研究
・精神疾患について脳の機能の調節という観点からの研究

2

4 薬理学 ・糖尿病性腎臓病（DKD）の病態と漢方薬の治療効果の解明 1

5 分子病理学
・胸腺腫瘍における重症筋無力症の発症メカニズムの解明
・免疫組織化学やプログラミング言語を用いた遺伝子発現解析

2

6 疾患病理学 ・肝疾患の病態解明、PCRによる遺伝子増幅から電気泳動による解析 1

7 微生物病原学

・精製したHDV抗原を用いてHDV抗体検出ELISAの条件最適化
・HDV関連の実験補助、デングウイルスの感染実験系の確立
・人工細胞の作製、リポソームの形態変化
・D型肝炎ウイルスが唾液腺に感染するか、B型肝炎ウイルス以外のウイルスがD型肝炎ウイルスのヘルパーウイルス
となり得るか
・デングウイルスについて、実験条件の検討
・HDVに関する研究

6

8
メディカルAI

データサイエンス

・大豆とがん罹患についての解析
・KCNQ1遺伝的多型を考慮したコーヒー摂取および栄養素パターンと高血糖との関連
・AlphaGenomeを用いたSNPに基づく表現型予測モデルの構築
・超早期がんと脳波の関連
・食事酸負荷と死亡率
・Dietary acid load and Stroke
・災害食に関する調査　補助
・ウェアラブルデバイスMsafetyを用いた心電図判定　補助
・日本の伝統的食生活と腎疾患の発生
・脳卒中の遺伝的要因、発生予測
・お茶の継続的な摂取と病的リスク

6

9 血液・内分泌代謝内科学

・MMに対する免疫治療の新たな可能性
・腫瘍細胞におけるウイルス感染擬態の分子機構し、MMに対する新規治療戦略の開発
・免疫調節薬と抗MM二重特異性抗体を併用した新たな免疫細胞治療戦略の可能性
・T細胞フィットネスの評価指標の確立を目指した基礎的検討

4

10 呼吸器・膠原病内科学
・肺癌脳転移モデルの作成および脳転移に対する新規免疫療法の開発を目指した研究
・CD80を標的とした新規tsDMARDの開発
・同定した治療薬と免疫チェックポイント阻害薬の併用療法

3

11 臨床神経科学

・ジストニアの遺伝学的研究
・重症筋無力症（MG）の難治化に関連する臨床的・免疫学的因子の解明
・筋萎縮性側索硬化症（ALS）などの神経変性疾患における未解明の遺伝的病因の特定
・ジストニアの分子病態の解明および新規原因遺伝子候補の探索

4

12 精神医学 ・自閉スペクトラム症に変化を認める血漿代謝物質を同定する 1

13 放射線医学 ・マルチモーダル大規模言語モデルによる医用画像理解の初期検討 2

14 臨床薬理学
・抗がん剤の有害事象マネジメントに資するエビデンスの構築を目指す研究
・免疫チェックポイント阻害剤による心血管系有害事象発症における性差の影響

2

15 泌尿器科学

・血管肉腫の病態解明と、新規治療標的の探索
・ディープラーニングを用いた腎盂尿管癌の深達度のCT画像診断モデルの確立
・ライフスタイルと精液所見の関係
・ディープラーニングを用いた医用画像診断モデルの確立
・LEDを用いた男性不妊治療研究

6

16 脳神経外科学 ・脳動脈瘤モデルラットを用いた研究 1

17 眼科学
・乳児眼底検査におけるショ糖，おしゃぶりを用いた疼痛緩和の有効性の検討
・ROCK阻害点眼薬のぶどう膜炎続発緑内障に対する眼圧下降効果の検討
・刺青Tatｔoo関連サルコイドーシスぶどう膜炎の多施設レジストリ

2

18 耳鼻咽喉科･頭頸部外科学
・VRを用いた平衡感覚の感覚再重み付け装置の開発
・National Database（NDB）を用いた耳鼻咽喉科領域の疫学研究

1

19 形成外科学 ・ケロイド由来線維芽細胞におけるミトコンドリア呼吸および解糖系によるエネルギー代謝の検討 2

20 分子生命科学 ・ALSに関連するタンパク質の相分離を制御するKapβ2のloop構造に着目し、相分離制御メカニズムの解明 1

21 病態シグナル学 ・神経細胞・グリア細胞・脳血管の相互作用に着目した研究 1

53計
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